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大型家畜が拓く里山環境再生手法の試み
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1.　はじめに

　生物多様性の回復や人々の自然へのふれあいの機会を増

加させる意味で、かって身近な環境であった里山への、近

年日本各地で取り組まれつつある再着目は重要である。本

来里山とは日本人の生業、生活の関わりのなかで存在し、人

が利用しながら管理してきた身近な自然の環境である。雑

木林、赤松林、茅場、草原、竹林、鎮守の森、栗園、棚田、

ため池、小川等で構成され、面積的には国土の1/4を占め、

日本人の自然感のいわば源となってきた環境である。しか

しその有り様は時代の流れのなかで大きく変容している。

　採草地や薪炭林の活用が無くなり生業との根本的な係わ

りが失われたなかで、国土面積の1/4の面積をしめると言

われる里山環境を再生・活用していくには、市民の自然観

察や環境学習、農林業体験などのボランティア的取り組み

だけでは明らかに限界がある。

　新たな方法論が求められており、今回の研究の目的はそ

こにある。テーマは２つある。①新たな形での農耕的取り

組みを援用した環境の再生、管理の方法をさぐること、②

公共事業という手法を使わない里山再生・活用・保全の仕

組みづくりを創出すること、である。

　具体的な研究内容である「大型家畜が拓く」里山環境再

生とは、聞き慣れない言葉と思うが、「蹄耕法
1)
」という牧

畜の原点に立つ技術を用い、里山を混牧林的に活用しつつ、

家畜を放牧しながら市民の利用可能な緑地環境の再生管理

を行う試みである。

　林のなかに牛や馬、豚、羊などの大型の家畜を放牧する混

牧林の発想自体は古くから農村社会のセイフガードの役割も

果たし日本各地で伝統的に行われてきたものであり、新しい

ものではない。しかし明治以降国有林の設定で次第に衰退

し、特にスギ、ヒノキ、松等の針葉樹の植林の発想からはそ

の考え方が完全に消えた。そういうなかでも北大静内実験牧

場や東北大学川渡農場、南九州などで混牧林の実験が持続的

に試みられ、北大の秦らによる野生馬の放牧による林内植生

の変化や、放牧時期と笹の生長の関係に関する研究など、個

別の知見が蓄積されている。現在、農学的意味からは放牧酪

農の再評価や中山間地域の問題、林学的意味からは森林管理

論の面から萌芽的ではあるが混牧林への再評価への関心が高

まりつつある中、建築学の中でも農村計画分野において農村

地域での環境形成の意味から里山の環境再生は重要な課題と

なりつつある。

　本研究は農的取り組みと一体になった里山環境への働きか

けを、もう一度現代的な意味を有する形で行うこと以外に、

その環境的再生は困難であるとの仮説をもとに、混牧林を新

たな視点で導入し、その環境づくりと管理の手法技術のあり

方を探ろうとするものである。

　その環境再生管理技術はいわゆる公共事業的ではない手法

で、地域主体の働きかけで環境形成が進められるものである

ということを示すとともに、それに係わる主体形成も都市と
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農村交流の新たな流れのなかから考えようとする研究であ

る。

2.　里山の環境再生の考え方

　里山のような人との関わりのなかで成立し、その特色が

つくられている環境の再生には、一般的な自然保護の考え

方では十分ではなく、逆に自然をあるがままにすることに

よって、環境が荒れ、景観的に変貌するだけでなく、かっ

て見慣れた多様な生物種が絶滅の危機に瀕するような事態

に陥るおそれがある。現代における里山の再生には、適度

な攪乱のようなワイズユース的な自然への働きかけに新た

な社会的意味をどう作りだすかにかかっている。

　従来、土に係わる働きかけの技術学としては農学、林学、

工学（土木、建築）などがあるが、いずれも効率重視の技

術の視点から、「適度な攪乱のような自然への働きかけ」の

方法論的技術をつくり出してくることができなかった。最

大効率を追及した場合、その技術からは環境の収奪や破壊、

改変につながることが多かった。そうでなければ放置する

しかなかった。

　里山の環境再生、管理の技術には、適度な働きかけのベー

スとなる生産行為が組み込まれ、その行為が適正規模で、循

環型であり、生み出される景観に評価基準があり、利用計

画を有する、しかもそれら一連の行為の環境管理主体の存

在が明確される、そういう技術体系であり、学である必要

がある。しかし従来そういう、文字通り分野を越えた総合

的な環境形成の技術研究はなく、本研究の特色はまさにそ

こにある。　

　具体的には里山フィールドで最も生産的意味を現代にお

いて持ちうる混牧林という手法をベースに、林内放牧によ

る下草管理、草地育成という放牧学の技術と知見、地域社

会の空間的環境マネージメントにおける環境形成学、景観

学的知見と里山の環境の生態学的知見による学際的な研究

連携により、新しい里山環境の管理手法を構築することは、

地域環境形成において先駆的な実践研究と応用技術への展

開性を生み出すことになると考える。

3.　研究実験方針−林間放牧による里山環境再生の取組

　研究フィールドとしては筆者らがここ10年来、田園住宅

づくりプロジェクトで係わってきた北海道当別町金沢地区

の里山を対象とした。フィールドは農地の拡がる石狩平野

の北縁にあり、丘高80〜100ｍ長さ数㎞、南東向きの斜面

で、面積約500ｈａで当別町の町有林である。広葉樹と植

林した松などがモザイク状に拡がり、景観的には美しいが、

林内は人の背丈ほどもあるクマイ笹の下草でびっしり覆わ

れ、初夏から秋にかけては林内に入っていくことも難しい

図１
実験地の里山景観−山裾に見えるのは田園住宅群

図２
人の背丈ほどのクマイ笹の繁茂する里山の林内

状況の環境となっている。

　本格的な町有林を活用した里山環境再生の取組は以下の

手順で行い、５年計画で里山環境再生の社会実験の成果と

とりまとめを行う予定である。

①町有林での実現可能性の整理

　エリアは町有林であるが、水源涵養保安林のとしての位

置づけがあるため、林内放牧には許認可が必要であり、そ

の条件整理や必要資料の作成を行い、実現のための準備を

行う。

②実験区域での放牧計画の作成

　500haの全体を地形によって、一単位40〜50haの８ゾー

ンに分け、その一区域を実験区域として設定する（図３）。

里山林の整備計画図の作成や、放牧する家畜の選定と管理

方法などの放牧計画を作成する。

③林内の道づくり

　林内整備としては、まず40〜50haの林の外周と真ん中

に十字に道をいれ、外周は電気牧柵で囲む。道は管理道路

にとして扱う。放牧した動物は道の近くにいることが予測

される。

大型家畜が拓く里山環境再生手法の試み
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図３
当別町の里山放牧実験地の位置

図４
北大静内牧場内の道産子馬の林内放牧

④水質のモニタリング

　町有林が水源涵養林として指定があるので、林間放牧に

伴い、数カ所で水質のモニタリングなどをない、放牧にとも

なう沢水や井戸水の水質の変化を測定する。

⑤林間放牧の実践によって生じる問題の整理と対応策の検

討・分析

　林間放牧を行えば、いろいろ問題が発生することが予想

される。その場合、生じた問題について、すべてを記録し、

その整理を行うとともに、当然実践研究として対応策を分

析・検討しなければならないので、対応策を講じた理由な背

景についても考察する。トラブルを生きた実験データとし、

知見を深める事例とする。現実的にはいろいろ工夫してい

けば、問題は突破できるものと考えているので、、関係者間

であまりカリカリしすぎないことを認識しておく必要があ

る。しかし、長期的な着地点は明確に示しておくべきだと考

えている。

⑥笹の駆除と新しい風景の誕生

　動物の放牧をはじめて、クマイ笹は、８〜９月の葉を食べ

られると、光合成で地下に栄養分を蓄えられるなくて、次年

度でる量が少なくなる。３〜４年で消える

と予定している。笹が消えると、４月下旬

頃、エゾエンゴサクや、かたくりの群落な

ど、花が咲き、美しい風景が生まれるな

ど、いよいよ放牧の価値がわかりやすいか

たちで見えてくると考えている。里山林の

景観的変化が明らかになってくるであろう

５年目程度で、実験のまとめを行う。環境

形成の総合的、かつ漸進的改良手法の研究

は短期間で明解な成果のでるものではな

く、ある程度の期間、環境の遷移も含みな

がらその成果を生みだしていくものである

と認識している。

4.　実際の調査実験

4-1.
2005年の里山林間放牧の実験

(1)実験の進め方検討

　2005年４月、里山環境づくりと山林間

放牧の実験の進め方を議論とうち合わせを

行う。町有林地の実験的活用を当別町に申

請したが、許可をえることがきたなかった

ので、
里山林間放牧の実験地としては山裾

の個人所有の牧場に面したエリア数haの

里山林を試験地区とすることに方針決定

（図３の黒線で囲った○内）。

　2005年度は、まだ町など行政の実験に対する理解も十分

でない点や林間放牧のノウハウも充分でない面もあるで、

予備調査的な取組を７月〜９月にかけて行い、そこで予備

的な取組を行いデータの収集等、次年度からの本格的な取

組に備えることなどを確認した。

　５月22日静内北大農場に秦准教授を訪問。農場内の蹄耕

法の草地を見る。林間放牧の場所とそうでない場所の比較

大型家畜が拓く里山環境再生手法の試み
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図５
当別町の里山放牧実験地に道産子馬の到着

図６
2005年の実験では牧場内にいることが多かった放牧馬

や牛の放牧、静内北大農場の林内で放牧されている道産子

馬を見る。林間放牧用の大型家畜の候補として短角牛と道

産子馬を検討する。農場周辺の道有林、新冠の町営牧野など

も合わせて見学する。秦准教授に当別町での大型家畜をつ

かった里山の環境再生プロジェクトにアドバイザーとして

就任してもらうこと、今後実施計画をうち合わせしながら、

進めていくことを確認する。

　６月16日秦准教授に当別金沢地区の里山実験予定地を見

てもらう。秦氏にとって当別金沢地区の里山は、想像してい

ていた以上に斜面の勾配が急なこと、下草も笹以外のもの

が多いことなどを考慮すると、放牧用の大型家畜は牛より

も、道産子馬の方が適しているとのアドバイスを得る。実験

地の農場所有者である小谷氏と里山での放牧実験の進め方

の打ち合わせを行う。道産子馬を使った放牧、実験場所、牧

柵の設置方法などを現地で確認する。

　林間放牧の道産子馬を北大の静内実験牧場から３頭、７

月後半から〜９月末まで借りることに決まる。

(2)里山林間放牧の予備実験の開始と終了

　７月25日馬運送の専門業者の輸送で道産子馬が当別町の

実験地の牧場に到着。まずは牧場の草地にいれ、すこしづつ

慣らして、林間放牧のスペースに誘導していく計画であっ

た。

　８月１日馬の里山放牧用のエリアの設定と電気柵の設置。

馬里山放牧の観察調査を開始する。

　９月４日、研究助成を受けたトヨタ環境活動助成の審査

員のメンバー等の当別里山林間放牧の見学会を行う。11月

25日馬運送の専門業者に依頼し、道産子馬を静内の牧場に

送り返し、2005年度の放牧実験は終了する。

　2005 年の道産子馬の放牧予備実験は当別側での受け入

れ、管理体制、スタッフの確保の検討を行うことが主で馬は

牧場内の草地にいることが多っかた。里山林内での本格的

な放牧実験は次年度に行うこととした。

4-2.
2006年の里山林間放牧の実験

(1)実験の進め方検討と実験準備

　4月22日当別町への移住田園住宅居住者も参加しての打

ち合わせ会議で里山づくりの取り組みの事業を紹介する。

田園住宅居住者からもプロジェクトに参加したい希望者が

現れる。

図７

2006年の里山実験地の放牧前の景観

図８
放牧実験地（約1,5
ha）を囲む電気牧柵の設置

大型家畜が拓く里山環境再生手法の試み
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　5月25日北大静内実験牧場の秦、小谷、柳田ら関係者が

集まり、2006年の実験の進め方について、打ち合わせを行

う。放牧は今年度も道産子馬を使うこと、道産子馬につい

ては北大静内実験牧場から3頭を6月下旬からの10月まで

の間、借りることを決定した。

　林間放牧の場所については、2005年の実験と同様小谷所

有の牧場の背後の里山林を使うこと。2005 年の実験地

1,5haを３haに拡大し実験スペースとして設定する。周囲

を牧柵（電気）で囲む工事、水飲み場の設置などを行うこ

とを決める。

(2)里山林間放牧実験の開始

　6月21日静内北大牧場から当別まで道産子馬の３頭移送。

里山の林間放牧地に馬を誘導した。道産子馬の林間放牧に

よる里山環境づくり実験（6月21日〜11月20日間の約6ヶ

月間）がスタートする。林間放牧地での馬の動きを観察す

る調査を開始した。

(3)第１回馬がつくる里山の自然環境調査

　6月25日、第１回馬がつくる里山の自然環境調査を実施

する。開催時間は10時〜15時、参加者13名。参加メンバー

の自己紹介と調査活動担当責任者からの調査内容の説明を

行う。放牧される道産子馬の観察。馬がはじめての参加者

も多い。

　道産子馬の林間放牧予定地での植生調査を行う。測定単

位面積内の植物分布を前もって調査し、道産子馬の放牧後

との変化を調べる基礎データの採取を行う。測定単位面積

内から採取した植物サンプルの種類と量をデータとしてと

り、記録する。

(4)第２回馬がつくる里山の自然環境調査

　7月10日に第２回馬がつくる里山の自然環境調査を実施

する。10時〜15時。参加者12名。子供たちも参加して、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9、10、11　
放牧前の植生調査

道産子馬の林間放牧地内での、植生調査。測定単位面積内の植物分布を前もって調査し、道産子馬の放牧後との変化を調べ

る基礎データの採取

測定単位面積内から採取した植物サンプル、種類と量をデータとしてとり、記録する

図12、13　コドラートを使った植物調査

大型家畜が拓く里山環境再生手法の試み

図14
子供達の放牧馬に近づいて観察
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図15

放牧後２ヶ月の里山林内の変容

図16

放牧後２ヶ月の里山林内と道産子馬

　　　図17


2005年の同時期9月の里山林内

里山に放牧された道産子馬の観察、植生変容調査、水生生物

調査を行った。放牧された道産子馬の観察では、子供も馬に

近づいて観察する。道産子馬の林間放牧後、食べられた笹や

蹄で倒された草など、環境変容の状況を調査、沢水のながれ

る小川で水生植物の観察も行った。

　放牧後、２ヶ月の里山変容。電気牧柵内はまったく下草が

消滅している（図15）。図15,16の白いラインが林間放牧地

を区切る電気柵である。

　図17は2005年の同時期9月の写真である。黒い木の柵

の向こうが、林間放牧実験地の放牧以前の状況である。図

16の写真にも黒い木の柵が写っており、若干撮影の方向は

異なるが、ほぼ同じ範囲が写っているのがわかる。放牧後と

放牧前で下草の状況が全く違ってきているのがわかる。

　図15の写真のように斜面にも馬が上り、草を食べている

ことがわかる。放牧後の道産子馬の行動観察調査では、7月

中は山の斜面には上らなかったが、8月になり山の斜面も実

験地の最も高い部分（標高差30ｍ程）まで上っていること

が確認できた。図18はその状況を示す下草の変容の写真で

ある。

4-3.
2007年の里山林間放牧の実験

(1)実験の進め方検討

　2007年１月、秦、小谷、柳田ら実験の関係者で2006年

の実験の総括・反省と2007年の活動方針の検討会を行う。

道産子馬を活用した里山放牧実験を継続するとともに、里

山林の大半地域を占める町有林（水源涵養保安林指定地）で

の放牧実験の可能性をさぐることを、当別町に再度挑戦す

ることを決める。

(2)実験の実施と事故

　2007年6月〜11月の間、前年と同様の場所で、道産子馬

３頭による林間放牧に里山の下草環境の変化観察実験を

行った。里山の環境変化については2006年度と同様の成果

を得たが、実験終了時の11月に馬一頭が柵の間に挟まれ、

発見が遅れ死亡する事故が起こった。管理の目が行き届か

ないことによる事故の発生であった。実験として残念な課

題も残した。

　町有林（水源涵養保安林指定地）での放牧実験の可能性に

ついてが、認可官庁の北海道庁に折衝に訪れたが、水源涵養

保安林指定地内では原則家畜放牧禁止のルールがあり、社

図18

里山林内の斜面地の下草の変容
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会実験とはいえ、原則は変えられないとのことで、新たな進

展はなかった。

5.
３年間の里山放牧実験の総括

　実験の成果として道産子馬を活用した里山林間放牧での

環境づくり実験は成果のあがったことを確認することがで

きた。その成果については目に見える成果ということで定

量的な評価はできなかったが、定性的にも明らかな成果の

あることが見てとれた。当初考えていた牛を活用した里山

環境づくりではなく馬を利用したが、道産子馬でも十分な

成果を確認することができた。いずれにせよ大型家畜の放

牧は里山環境再生の大きな力になることが確認できた。ま

た、放牧用家畜の確保については３年間は北大静内実験牧

場の協力、のサポートにもと、放牧用家畜の実験的レンタル

という形をとった。しかし、この体制も今回の実験時のもの

で、今後」この事業を持続的におこなっていくには、家畜の

自前の用意も課題となる。費用面での準備も必要となる。今

回、実験中に馬一頭が事故で死亡するということも生じた。

実験中の家畜の飼育管理は、充分な体制で行う必要性があ

ることがわかった。管理や安全確保の面である程度専従の

スタッフも必要となることが想定されることがわかった。

この問題も人材面の発掘の問題よりも、そのスタッフの人

件費をどう工面するか、経費的な面で用意しなければなら

ない課題であることもわかった。

　いずれにせよ、里山林間放牧は里山環境づくりにおいて、

有効な手法であることが確認できた。今後は家畜の飼育や

管理を事業として展開していく運営面に一番の課題がある

ことが今回の里山実験で認識できたことである。

6.
水源涵養保安林での家畜の放牧許可の問題

　2007年6月に北海道庁の森林整備課に当別金沢地区での

里山の民地での放牧実験の成果を踏まえ、町有林地の水源

涵養保安林での放牧実験について許可の相談に行く。話し

合いの結果は、水源涵養保安林では原則家畜の放牧は禁止

になっている。当別での実験の取組や成果はわかるが、原則

を変更する理由には当たらないと。改めて、金沢地区での里

山での放牧実験での水源涵養保安林の壁の存在を認識する

ことになった。水源涵養保安林での家畜の放牧の実験的取

組は、北海道庁の許可を取り付けるには、よほどの状況に変

化が生じないかぎり難しそうである。

　実験の成果を理解してもらい、正面突破で水源涵養保安

林内で、馬の林間放牧実施の事例を認めさせることを想定

していただけに、結果は残念であった。

　今後の方針としては部分的な放牧実験地の水源涵養保安

林の指定解除の申請を行うことが考えれる。水源涵養保安

図19

山口型放牧による耕作放棄棚田の環境回復の景観

　　�図20

山口型放牧の実施予定地の放牧前の状況

雑草が繁茂する耕作放棄棚田の周囲に電気牧柵が設置されて

いる
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林の指定解除そのものは特別なことではなく、当別町でも

事例は多くある。その取組を行うためには、いろんな準備

が必要になること、当別町への解除申請が必要になるが、

その準備をどう進めていくか、条件を整理していくことに

なった。

7.
山口型放牧

　2009年9月に山口県の中山間地域の耕作放棄棚田で、牛

を放牧することで環境回復と地域特産の肉牛飼育を両立さ

せ大きな成果をあげている「山口型放牧」の実験地を調査

する機会があった。

9月18日、かねてより注目していた「山口型放牧」の実験

地をみる機会を得る。午前中、美祢市の山口県農林総合技

術センター畜産技術部（山口県畜産試験場）の牧場で畜産

技術部長山尾春行さんを訪問し、「山口型放牧」放牧誕生の

経緯を聞く。10時半から山口県農林総合技術センター畜産

技術部放牧環境研究室山口型放牧グループの惠本茂樹さん

の案内で放牧地の景観を見て回る。惠本さんは獣医で牛の



74

大型家畜が拓く里山環境再生手法の試み

（提出期日　平成22年11月30日）

専門家であるが、移動型放牧に着目する中で、その一石二鳥

（耕作放棄地の活用・景観向上・牛の飼育等の多くの効用）

の有用性に大きく目を開かれたそうである。午後、長門市の

山口型放牧地の実施地の見学に赴く。最初の見学地は、油谷

町の棚田が段々状の牧野になっており、牛が放牧され草を

はむ風景と油谷湾の景観が素晴らしい。二番目は水岬のち

かく放牧事例。周辺は耕作放棄された棚田が荒れ深い藪に

なる中、牛の放牧で2.4haの棚田の形状が現れ、草地となっ

た見事な景観である。三番目は日本海を望む一角、山口型放

牧発祥の場所で海と棚田の景観が素晴らしい。大型家畜を

活用した環境づくりの取組であること、めざすべき景観等、

共通するものがあり大変興味深い事例調査であり、今回の

研究実践のめざすべき方向への新たな自信にもつながるも

のであった。

8.
まとめと今後の課題

　北海道の里山における林間放牧の社会実験により、里山

環境再生に大型家畜の放牧が大きな力になることが確認で

きた。北海道においては里山自体が、本州的ないわば飼い慣

らされた自然と異なり、野生的な自然性の強い場所として

の背景がある。そういう中での里山の環境再生−北海道で

は環境形成というべきか−には有畜自然農法的な技術が大

きく役立つこと、それをもとに新たな北海道型里山の姿を

モデルとして提示する必要があることがわった。生態学や

環境空間論、環境社会学、農学等の知見を盛り込み、里山の

環境形成の位置づけをさらに明確化していく必要のあるこ

とも確認した。

　里山の地域空間的位置づけをさぐっていくとともに、当

別町で行われている都市と農村交流による田園住宅づくり

などのプロジェクトと連携し、新規居住者による里山の環

境管理に関する意識や都市住民の環境への働きかけの意欲、

　　　　　　　図21

山口型放牧の実施地

　　　　　石垣が元棚田であったことを物語る

動向をさぐり、環境の形成の主体のあり方もさぐっていか

なければならないことも今後の重要な実践課題である。
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注

１）蹄耕法とは、原野内の焼き畑のように熊笹を刈って

火をつけておいた場所に牛等の大型家畜が入っていろい

ろ動き回ると、その蹄の踏む力で、土地が耕され雑草や

笹があまり生えてこなくなり、種を播くと牧草がうまく

育つ環境が自然とつくられてくることによる牧草地形成

の農法。家畜の蹄が地を耕し、草地がつくられていく農

法で酪農王国ニュージーランドなどではもっともトラ

ディショナルな方法である。

日本での蹄耕法の研究は 1950 年代、東北大農学研究所

の山根一郎らによる川渡農場での山地草原における土壌

と植生の研究実践の中で、草地の不耕起造成法（蹄耕法）

が確立された。

　　　　　　　　　　　


